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１．研究計画の概要 
 本件の研究の目的はミニマイジング・ムー

ブメントの理論について主として以下のこ

とを明らかにすることである： 
(1) 変分問題に関係するミニマイジング・ム

ーブメントの研究， 
(2) 微分方程式の研究におけるミニマイジン

グ・ムーブメントの果たす役割の解明， 
(3) ミニマイジング・ムーブメントによる曲

面の振動の研究， 
(4) ミニマイジング・ムーブメントの研究へ

の幾何学的測度論の応用。 
おそらくこれらの諸問題は一つ一つ独立し

ているのではなく何らかの形で互いに関係

しているであろう。ミニマイジング・ムーブ

メントという視点で捉える事により，それら

の関係を解明していくことが本研究の一番

の目的である。 
 各分担者の分担は以下の通りである。(1)
については足達と菊地が，(2)については清水

と菊地が，(3)については星賀と菊地が，(4)
については中島と菊地が担当する。そして，

代表者および各分担者が関連する文献の収

集および関連する研究者との研究連絡を行

う。 
 
２．研究の進捗状況 
 現在までに得られた研究成果のうち大き

なものは，障害物のある振動方程式の研究，

準線形双曲型方程式系の研究，有界変動函数

に対する勾配ヤング測度の研究，の３件であ

る。これらのうち最初の１件についてはすで

に雑誌論文として公表されているが，後者の

２件については未解決の問題が残されてい

るため学会などで部分的に公表するにとど

まっている。各成果についてその概要を述べ

る。 
(1) 障害物のある振動方程式の研究について 
 障害物のある弦の振動方程式についてミ

ニマイジング・ムーブメント法により構成さ

れた近似解の極限は実際に方程式をみたす

ことがわかった。この研究は主として神戸大

学丸尾健二教授，金沢大学小俣正朗教授らと

の討論を通して推進した。ここでは弦を扱っ

ていいるが，曲面の振動方程式への発展が期

待でき，研究計画の欄で述べた研究目的の(2)
に関連する成果である。また研究目的の(1)，
(3)とも関連がある。 
(2) 準線形双曲型方程式系の研究について 
 連立準線形双曲型方程式系に対してエネ

ルギー保存則の仮定の下での弱解の構成を

ミニマイジング・ムーブメント法を用いて行

った。この研究に関しては広島大学阪口茂教

授，熊本大学三沢正史教授らと討論を行った。

この研究は研究目的の(3)に関連する成果で

ある。また研究目的の(1)，(2)とも関連がある。 
(3) 有界変動函数に対する勾配ヤング測度の

研究について 
 準線形双曲型方程式系のミニマイジン

グ・ムーブメントを用いた研究には勾配ヤン

グ測度が主要な道具となる。有界変動函数に

対する勾配ヤング測度の理論を開発し，ソボ

レフ函数に対する勾配ヤング測度に対して

知られている性質と類似の事実が有界変動

函数に対する均質な勾配ヤング測度に対し

て成立することがわかった。この研究は研究
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目的の(4)に関連する成果である。また研究目

的の(1)，(3)とも関連がある。 
 
３．現在までの達成度 
 現在までの達成度は「②おおむね順調に進

展している。」であると考えている。 
 上述のように本件の研究目的は大きく４

つのテーマに分けられているがそのすべて

について関連する研究成果が得られており，

残り１年の研究期間中にほぼ目的を達成で

きると考えている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 研究の進捗状況の欄で述べたようにまだ

いくつかの課題が残されているため，それら

を解決するため，文献の収集，関連する研究

者との研究連絡などの情報収集を行う。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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